
第1 分科会

斬飽から読計解く子どものイメージ

～訴とな力lら計たチビも・子亡毛力lら計た子亡も～

子どもの視点から身近欄 を追究する情報誌

E F C（E yer Freedomfbr C姐dren）

■は じめに～ E F C の立ち上げの経緯

共同代表 ：辻井悠（司会）、黒河内政行（説明）

黒河 内 と辻 井は別 の とこ ろで子 どもの権利 に関 す る

活動 を してい ま した が 、そ の 中で 、 自分 た ち子 ども 自

身が発 言す る機 会 とい うの が奪 われ て い るん じや ない

か、ま た、 いろん な メデ ィア が情報 を発信 して も専 門

用語や 文 章形態 が難 しくて よくわか らず 、 結局 、子 ど

もが知 りた い情 報 （知 らな けれ ばな らな い 情報 ） を得

るこ とは とて も難 しい ので はな いか 、 とい うこ とを感

じていて、子 どもが書 いた記事 を子 どもに伝 える情報

誌をつ くろ うとい うこ とにな りま した。こ の分科 会 で は、まず 身 近 なメデ ィアで あ る新 聞（大 人が つ く

った もの）につ い て話 し合 い、それ か ら、子 ども と してメデ ィア をつ くっ て い る側 の意 見 を聞 く場 と し

ます。

■ワー ク シ ョ ッ プ

ファ シ リテ 一 夕ー ：黒 河 内繁美

子 どもに関する最近の新聞記事 を用意 し、子 ども・ お となのグルー プで、記事を読んでの感想を語

り合 う。 そ の後 、話 し合 った 内容 を報 告 しあい 、子 ども とお とな の視 点 の違 い を考 え る。

■話 し合 った感想

子どもグループ 2 つ、お となグループ 2 つ

意 見の集中 したのは、11 月 1 日に大阪府 内で起きた家族殺傷事件 について「優等生の暴走なぜ 」と

いう見 出 しの記 事 （毎 日 11 月 2 日） と、「霧 の 中の殺 意 1 とい う記 事（朝 日 11 月 13 日）で した。

●子 どものグループの意見

・ そ もそ も「優 等 生」つ て ？ 成績 の こ とか 素行の こ とか。「劣等 生の 暴走 なぜ 」つ て書 くよ り「優 等 生な

ぜ」の方 が人 目をひい て記 事 として 盛 り L が るか ら書 い てい るん じや ない か。

・「家族への感情 のなさ▼lつてあるけど、家族 への感情がなければ殺そ うなんて思わないん じやないか）

・「霧の中の殺意」の記事で、少年の通った高校の教師の「校内でパンを食べ歩 き教師 とすれ違 っても隠
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そうとも しな い 」とい うコ メン トを出 して”若 者 がそ ん な ふ うに乱れ て い るか ら殺 人 がお こる ”って感

じに書 い て あ った。で も、お に ぎ り とか パ ン とか食べ た か らって 人殺そ うと思わ ない や ろ。「 うそつ き

は泥棒のは じま り」み たいな記毛，

●お となの グループの意見

・「少年事件が起 きる とす ぐ精神科医 だ とか専門家が出てきて、その言葉が親 にも子 にも強迫観念 とな

る気 がす る」とい う意 見 の人 と、「ど うして こ うい う事 件 がお き るか理 解 で きな い か ら精神 科 医の意 見

が知 りた い 」 とい う意 見 が 出 るな ど、 同 じ記 事 を見 て もま った く違 う感 想 が あ り、 それ をお 互 い に尊

重しなが ら話 し合 え た こ とが良 か った。

・ この事件では彼 らのホームページが注 目されているが、

「（子 どもたちに とって）心 を表現す る場がないか らホー

ムペー ジがあるのでは」 とい う意見 と、「規制 が必要で

は」 とい う意 見 が 出た。 それ に 対 して 「規 制す るこ とで

子ど もが表 現 す る場 がな くな り、それ で また子 ど もの意

見が出せ な くな るので は」 とい った 意見 が 出ま した 。

・ 当事 者の 子 が読 ん だ らなに を思 うのかな ？

・ 以前、事実を知っていることについて書かれ た新聞記

事を読 ん で「こん なふ うに かかれ るの か」と思 った。（新 聞は）めず らしそ うな事 件 を と りあげ て 人を

ひきつ け る と思 う。

■E F C 以外 の子 どもの メ デ ィア をつ くる人 たちか ら

・ 子 どもに 対す る決 め付 け はイ ヤだ とい う意 見 が方 々か らで ま した が、 それ に対抗 す る手段 と して、

子ども 自身 が発 信す る、大 人 だ けがつ くっ てい るメデ ィア とい う世 界 に入 っ てい く とい う趣 旨で 『 v

O I C E 』 とい うメデ ィア をや ってい ます 。決 め付 け とい うの は子 どもにだ けでな くてい ろん な とこ

ろで起 きてい て 、そ うい う声 な き声 を伝 えてい きた いの です が 、今 日聞 い た意 見がす ご くヒン トにな

りま した。（『 v o I C E 』 土 田 さ ん ）

・ テ レビみない し新聞 も読 まないので、外の情報はだいたい友達か ら仕入れています去 久々 に新聞を

読んで 「新 聞 って こん な もん なんや 」 と思 い ま した 。／ グル ー プの 中で 話 しす ぎて しまっ た よ うに思

い若 干後 悔 ，こ うい う記 事読 む と「なん だ この記事 は 」「 日本 の 人た ち は こん な記事 に踊 らされ て い る

のか ！」 と怒 っ てい るの です が、そ うや って 自分 も踊 ら され てい るの かな 、と思 い ま した。（『 さ くら

ウエー ブ』 三森 さん・ 山本 さん ）

■参加者の感想か ら

・ す ご く痛快 な時 間で した 。「これ って変 じやない ？j と思 って も、近所 の人 では それ以上言 うと変 な

人と思 われ て しま うので⊃
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・僕 32 歳 なん だ け どお とな で も キ レる ときは きれ る と思

います 。

・参加 して、いかに自分が決 め付けていたか、子 どもに
l

差別的 だ った か と思 い ま した。

・私は新聞を とっていないのでニュースをみ ますが 、見

てい る と感 情 的 に 「なん で こん な こ とす るんや ろ」 と思

って しま うけ ど、一緒 に見 て い る人 が 「そ の人 の状 況 も

考えてみ な 」 と言 うのでケ ンカ に な るんです が 、同 じ記 事 だけ で もい ろ んな 捉 え方 がで きて 、 これ か

らひ とつの 事 柄 で もい ろん な視 点 か ら見 てい くこ とを意 識 したい な 、 と思 い ま した。

・川西に住んでいます。最初 、「場違 いかな ？」と思ったけ ど、いっ もお母 さん とか と「この記事変や」

とか言 ってい るので 、今 日は あま り発 言 で きなか った けれ ど、色 ん な人 の 意見 が聞 けて よか っ たで すこ

（ 参加者人数 ：最年少 7 歳を含む 19 人）

1 日目の全体 会 の短冊 も飾 りま した→

J
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←朝 か ら多 くの方 が来 られ ま した



第2 分科会

座談会「不登校の子ともたちとともに」

不萱棟生の執の会 包 lんぐ

川西市内にある不登校の子 どもの親たちのグルー プ

「 ういん ぐ」が企 画。神戸 フ リー ス クー ス クー ル（KF S）

の子 どもた ちや お とな た ちをゲ ス トに交 流 しま した 。

この企画 の根 っこには、川西市子 どもの人権オ ンブ

ズパ ー ソン のス タ ッフ と 「ういん ぐ」 の親 た ち との 出

会い が あ りま した。 子 どもた ちが置 かれ て い る現状 へ

の理 解 と、 ど うす るこ とが子 どもに とっ てい い こ とに

つなが って い くの か を、「家族 って な ん だ ろ う」「学 校 って な んだ ろ う」 とい う根源 的な 問い を通 じて

1 年 間考 えて きま した 。そ の あ いだ に KFS との 出会 い もあ り、新 しい 出会 い 、発 見 が あ りま した 。

当 日、KFS の子 どもや スタッフが 10 人以上、川西市市内・ 外か ら 50 人近 くと、予想 外に教室が一

杯に。 感 想 には 、多 くの人 か ら 「元気 を も らった」 とい う声 が聴 かれ ま した 。

学校 の教 室 で不 登校 の子 ど もた ちか ら元 気 を も らった とい うこ と。 そ こに 、 な にか とて も大事 な こ

とが含 まれ て い るよ うで、 3 ケ月経 った今 も あの時 の笑 顔や光 景 を 思い 出 します。

肝S の子 どもた ち と代表 の 田辺 さん が小 さい 円に な り 「しやべ り場 」 を、 そ の まわ りを参加者 が取

り囲む形 で 座 談会 は行 われ ま した。 田辺 さんか らは 、十数年 子 どもた ち とかか わ り確 信 を もって 不登

校は大丈 夫 、 とい うメ ッセー ジ をお となに 対 して 、子 どもた ちか らは不 登校 の きっ か けや KFS に来 て

感じた こ と、親 や 学校 につ い ての思 うこ とを言 葉 と して語 っ て くれ ま し7㌔ 参加 者 一人 ひ と りが 、そ

の言葉 ひ とつひ とつ を聴 き も らさない よ うに受 け とめてい る姿 が印象 的 で した

今回 ‘すすめ役 ’だった私 自身は、子 どもや参加者の

声を通 じて 、教 育行 政 の しくみ にお いて も、子 どもの権

利を踏 まえて ちや ん と一人 ひ と りの 存在 を 見守 り保 障す

る こ とが求 め られ て い る とあ らた めて強 く感 じま した。

最後 に、第 2 分科 会 に集 っ て くだ さったみ な さん 、そ

して KFS の子 どもた ち と時 間 を共有 で きた こ とに感 謝 し

たい と思 い ま す 。 あ りが と う ご ざ い ま した 。
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第3 分科会

ジェンダーつてなぁに ？

“ジ王ンタ⊥【が子ともたちにもたらす問題を考える

－SEA lV ¢Free Ⅶ ケラ血陣魚ヒ子亡もの

特定非営利活動法人 S E A N（シーン）

■実施内容 と 目的

SEAN では 2002 年度 IY陀松下電器子どもサポーター

ズ☆マッチング其金の助成 を受け「ジェンダー と暴力」

をテーマに、オ リジナルの人権教育プログラム G－Free

を開発 しま した 。20 0 3 年度 もまた ルー セ ン ト・ テ ク ノ

ロジーTYF 青少年育成基金の助成 を受 け、教員研修 15

回・中学 校 5 校 20 ク ラス と高校 3 校 5 ク ラスで 授業 と

アンケー ト調 査 を実施 しま した 。

実際 に子 どもた ちに実 施 して い るワー ク シ ョ ップを 参

加者に も体験 してもらい、参加者 自身 “ジェンダー”（社 会的・ 文化的 につくられ る性差） に気づき、

その気 づ きを通 して子 どもた ちに もた らす 問題 につい て 考 える場 を持 ち ま した。

「女 （男） は こ うあ るべ き 」 とい った “ジ ェン ダー ”が 日常 の 中 に蔓延 してい る と、性 別 に よ り子

どもたちは 自他 を否 定 し、将来 の牛 き方 を制 限 して しま う事 が あ ります 。また 、「男 は 強 く・泣 か ない ・

負けない」「女 は優 しく・従順に」といった過剰な “ジェンダー ”か らは暴力の加害者や被害者が生み

出され る こ と も 多 々 あ りま す ム

昨年 度 実施 した ア ンケー ト調査 （中学 2 校 8 ク ラス 252 枚 ） で は 、「今度 生 まれ て くる とした

ら どち らが いい ？」 とい う質 問 に対 し、女子 中学生 （女

2 2 ％・ 男 38％・ どちらで もいい 詔％・無記入 2 ％） 男子

中学 生 （女 6 ％・ 男 55％・ どち らで もい い 39％） と女 を

選ぶ 生徒 が 少な い とい う結 果 にな りま した。 女 子が 男 に

うまれ た い とあ げた理 由に は 「な りたい職 業 に就 け る」

「 自分 の 意見 を相 手 にい え る」「女 の子 は もめ ご とが多

い」 とい うよ うな、女性 性 への あ き らめや 否 定 的イ メー

ジが多 く含 まれ 、男子 は「女 は あん ま り得す る事 がな い 」

「男は優れてい るか ら」 とい った男性性の優位性が理由にあげられた ことが特徴的で した，

また 、「女 （男 ） ら しく しな さい」 と言 われ てい る生徒 は、「女 （男 ） ら しくな りたい j とい う傾 向 が

強く な り、「女 （男 ） ら し く し な さ い 1 と思 う生 徒 は 「女 （男 ） ら し さは 必 要 だ l と 思 う傾 向 が 強 くな

－33 －



ります。そのよ うな捉 え方が世 の中 に必要だ と思ってい る生徒 は、同性愛者 を差別 的に見る傾向が強

くな る結 果 とな り、性 別 に よる 固定 的 なイ メー ジに と らわれ 過 ぎ る と、 多様 な個 の違 い を認 め合 えず

他者 の 人権 を侵 害す る よ うな差 別や 偏 見が 牛 まれ る こ とが結果 とな って あ らわれ ま した。

それ らの調 査 を報告 し、参加 者 と共 に子 ど もた ち の あ りのま ま を大 切 にす る社 会 を築 くた めに、 私 た

ち大人 ので きる こ とにつ いて考 え る場 を もちま した 。

1 参 加 者の アンケ ー トか ら

Q l ：G一下ree プ ログ ラム の 中で生 徒 に 、最 も役 に 立つ と思 っ たの は どの部分 で したか ？

自分気 づき」－」専来の展望 （男性・50 代）

劇を通 じて、見通 しを持 って 関 わ る事 が子 どもた ちに 勇気 を与 え るので は … ？と思 い ま した。（女 性 ・

2 0 代）

ジェ ンダー に と らわれ な いで個 を大 切 に して い く とい う部分。 男 の子・ 女 の子 が もっ と多様 な選 択 を

でき るよ うにな って い く と思い ま した。（女 性・ 40 代 ）

どの部 分 も良か った と思 い ます 。生 徒 の 中 に もい ろい ろな考 え を持 つ もの がい る と思 う。 自分 もま だ

まだ勉強不足なので共に勉 強 していきたい。（男性・20

代）

Q 2 ：ジ ェ ンダー フ リー教 育は 学校 で取 り組 まれ るべ

きだ と思い ます か ？

日本は特に性差 による男女の役割のす り込みが幼年期

から始 ま って い る。 多様性 を認 める こ とで 人権 につ い

ての偏 見 も改善 され る と考 え るか ら。（男性 ・ 30 代 ）

大人になってか らではなかなか再教育できないけれ ど、

大人に な る とたい て い ジ ェ ンダー か ら くる問題 で苦 しむ こ とに な る。（女性 ・ 30 才代 ）

■分科会を実施 して

“ジェ ンダー” の問題 は あま りに も 日常化 され す ぎてお り、理解 を得 る こ とが 難 しい と 日々痛感 し

てい ま－れ 今 回 の フォー ラム では 、子 どもの 人権 をテ ーマ と した分科 会 が 13 会場 で 同時 開催 され る と

いうこ ともあ り、参 加者 を確 保 で き るか ど うか 心配 な面 もあ りま した が 、予想 以 上 にた くさんの 方 に

参加 い ただ くこ とが で きま した。

また、実行 委 員会 に参 画 した くさんの 出会 い も得 る ことがで き 、“ジ ェンダー ”の問題 を子 どもた ちの

人権 の 問題 と して とらえなおす 良い 機会 に なった と思 います。

■これ か らの取 り組 み

2003 年 度 の取 り組 み で多 くの 子 どもた ち に出会 い、改 めて 「ジ ェンダ ー と暴 力 l を テー マ と した

G －Free プ ログ ラムの 必要 性 を実感 しま した。持 っ て生 まれ た性 別 に よ り、子 どもたちが 自己否 定や 生
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き方 を制限 した りす る こ とが な い よ う、あ りの まま の 自分 や友 だ ち を受 け入 れ 、暴 力 の被 害 者や 加害

者にな らな いです む社 会 を 子 どもた ち と共 に築 くた めに 取 り組 み を続 けて い きた い と思 い ますも

＜ G－Free プ ロ グラム 実施 後 ア ンケー ト＞

アンケー ト総数 796枚 中学生 （女子 309・ 男子 313・不明 14）高校生 （女子 鮒・男子 70）

Q l ．「女」「男」 で期 待 され て いる ことに違いがある と思 います か ？

句蚤
、媛

2。。

折匂

0〈
U

－

子女［
－

0 3 0 0 400

□無記 入

Q 2 ．そ の こ とで 自分 が 否 定 され た よ うな 気 持 に な る こ とが あ ります か ？

6 00

5 00

4 00

3 00

2 00

1 0 0

無記入ある な い 尭

口女子 t 男子 口 無記 入

（ 参加者人数 ：男性 7 名を含む 2 6 名＋スタッフ4 名 計 30 名）
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第4 分科会

映画「ア Iサーヒトから人間への言己録 」＆意見宍換

兵き噸 センター

■分科会のね らい

親 、教師、保育士のみな さんを対象 に、一人の子 ども

の発達・成長の記録映画を観 て、子育てや子育て支援の

あり方 な どを共 に考 え る。

■プ ロ セ ス

・ 映画を鑑 賞 （約 1 時間 20 分）

・参加者か ら、映画の感想をもとに、それぞれの意 見を

述べ合 う。

■参加者の反応

子 ども達の保育や教育に携 わってい る人の参加が多かったが、その他にも地域 で子育て支援 をして

いる人、行政の人、等々いろいろな立場で参加 されていた。

をして もらえた映画 だ った よ うだ，

主人公 ア リサ の 目を 見張 る よ うな成長 の過程 や 、子 ど

もの持 つ可能 性 の大 き さを参加 者 の多 くが映画 を通 して

感じる事が 出来 た よ うだ った。 またその ア リサ の姿 を通

して自分 自身の 子 どもとの 向 き合い 方 を振 り返 っ た り、

これか らは ど う向 き合 ってい った らいい のか とい うこ と

を問い 直 した り、就 学 前 とい う一人 の人間 と して本 当に

基本 となる この 時期 に 、何を大 事に しない とい けないか 、

何を育 てて いか ない とい けな いか な ど、多 くの投 げか け

（ 参加者人数 ：40人）
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第5 分科会

児童労働って何 ？

国際子ども権利センター 間西事掩所

■ね らい

働 くイ ン ドの子 どもの 生活 を通 して、子 どもの権利 に気 づ く。

t プ ロセス

・ スタ ッフの挨 拶、 自己紹介

（4 つ に折 った紙 に、名前 ・ どこか ら来た か ・

最近 あったい い こと・ 好 きな ものの 4 つ を 書 く）

・ルールを決める （参加・尊重）

・ イ ン ドの一 人 の働 く少年 を紹 介

・ イ ン ドの 働 く子 ど も のス ライ ドを 見 る

・ イン ドの国、文化、教育、カース ト制度 、（児童労働の背景）の説明

・ 少年 の働 く様 子 のロール プ レイ （読み書 き計 算が で きない ためお となに搾 取 され る）

・ グル ープ ワー ク 【 1 】働 くイ ン ドの子 どもの ニー ズについ て話 し合 う

・ 休憩 （チャイ とお菓 子）

・ グル ープ ワー ク【 2 】子 どもの権 利 と権利 条 約につ い て

・ 働 く子 どもとN G O との 出会 い とそ の活 動の紹介

・ 振 り返 り、感 想

■ア ン ケ ー トか ら

・ イ ン ドは 特に悲惨 だ と感 じま した が、今 世 界 中で 内乱や 戦争 （イ ラク等）

にさら され て います。 今 ま で、

でお とな も子 どもも危険

自分 の生活の安定だけ

を考 えていた こ とに反 省 しま した。

・ 広い視野で、いろんなことを考え、差別等に敏感で

ありた い と思 い ま した 。

・ 子 どもの権利 をいか に使 うか。

・ イ ン ドの子 どもが置 かれ て い る状 況につ いて 、真 剣

に考 えて い る人 に出会 えて有 意 義で した。

・ もっ と多 くの子 どもた ちに参 加 して ほ しか った。

・外国 の様 子を知 る よい き っか けには な る と思 い ます去 残念 な点 は 日本 に住 む人 が 日本 に住 む人 の視

点で外国で あるイ ン ドを見 る とい うこ とに終始 して いた点 です 。
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「こん なの はイ ヤだ 」「こん なだ った らいいの に 」とい う問い の立 て方 とは違 うもの が あ るはず です し、

日本 に住む 人 が よい と考え る ことが 必ず しもイ ン ドで当 て はま る とは限 らない と思 いま すこ そ うした

点に注 意 しな くては 、結果 と して 卜か らもの を 見る こ とに な りませ んか ？

・ わ か りや す く しよ うとす る姿勢が よかっ たですこ で もも う少 し《イ ン ド文化 か ら入 る→ 生活→ カー

ス ト→ 児童 労働 》 とい う手 順 だ ともっ と とっつ きやす くな るので は ？

・ イ ン ドの 子 どもた ち は こんな に苦 労 して いて 、お とな と同 じ仕事 を した り、学 校 に行 けなか った り

して 悲 しい とき とかイ ヤな こと もい っぱ いあ りそ うで い ㌔ （イ ン ドの子 どもた ちか わい そ ～ ）こん な

こ とが あって も イ ン ドの子 どもた ちはた くま しく牛 きて い るん だ と思い ま した。

・ 権 利 とは 、 よ り よ く 生 き る た め の 道 具 と い うこ と か な と思 っ た 。

・ 日本 では児童 労働 問題が身近 にない よ うに感 じるが、 同 じ 日本 人 の子 ども、 も しくは 在 日外 国人 の

子どもた ちの問題 を取 り 卜げ る と子 どもた ちに伝わ り易 いのか な、 と。

・ す ご く感 動 した。イ ン ドの子 どもた ちにはす ご くがん ば ってほ しい と思 って いますこ

・静かだった、イン ドの説明は難 しいかな。

・ イ ン ドの働 い て いな い子 どもた ちの こ とを知 りた し㌔

・ グル ー プデ ィス カ ッシ ョンの 説明や 言葉 の説 明を よ り詳 しく していた だ けた らな と思 った 。

t ふ りか え り

・ 児 童労働 につい ての説 明や 働 く子 どもた ちの 状況 を丁 寧 に説 明 したが 、そ のため 時間 が足 りな くな

った。 困難 な状 況 にい る子 どもが ただか わいそ うな 存在 で

はな く、彼 らが N G O に出会 っ て 自分 の権 利 を知 りどの よ

うに成 長 したか 、 自分 た ちが権 利 の主体 として 活動 す る こ

とに よって どの よ うに環境 を改 善 してい るかを残 り時間 で

伝えた。た だ 当初の最 終 目的で あ る 日本 の 子 ど もに も同 じ

権利 が保障 され て い る と気 づ くところ までい たれ なか った

ことが 残念。 日本の子 どもた ちが権 利条約 を身 近で 大切 な

ツール と して活 用で きる こ とを知 り、エ ンパ ワー され る よ

うに働 き かけ たし㌔ 国際子 ども権利 セ ンターは過去 の活 動の 中か ら得た教 訓 を力 と し、微力 では ある

がこの よ うなプ ログラムを練 り上げて、地 域社 会に働 きかけて 行 きたい と思 って い る。

・ 子 どもた ちに 思った よ り参加 して も らえな かったの が残 念だ った。場 所 が急 に変 更 にな った た め戸

惑い があ った。

・ また 遅れ て きた参加者 がいて 、時 間が短 くな りプ ログ ラム全 部 を丁寧 に行 うこ とが で きなか った。

しか し、人数 が少 なか ったので 、参加者 とじっ く り話 がで き よか った。 こち らもた く さん の こ とを得

るこ とが でき た時 間だった 。今 回の 準備を含 め さま ざま な経験 を今 後の 活動 に活 か して い きたい と思

つて い る。

（参加者人数 ：′ト学生 2 名を含 む、16名）
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第6 分科会

戦争で幸せになる人lさいぢい

力lわにし平和キッス

■分科 会のね らい

イ ラク 「人 間の盾 」参加 者 ・ 高薮 繁 子 さん を囲 んで 、イ ラクの 人々 や、 子 ども達 の様子 を聞 き、私

達にで き るこ とは何 か を子 ど も も大 人 も一 緒 に考 え合お うとい うテー マ で設 定 した。

■当 日の流 れ

・ かわに し平和 キ ッズ の紹介 とこれ までの 活動 をパ ワー

ポイ ン トを使 っ てキ ッズの メ′ンバ ー が報 告。

・ 高薮 さん のイ ラクの報告 。

現地 で撮 影 され た写 真 を も とにイ ラ クの人 々 の様 子

や、子 ども達の様子、米軍の攻撃で破壊 された建物な ど

の報告 を聞いた 。 中で も印 象 に残 った こ とがい くつか あ

る。 まず 、高薮 さん 自身が この 状況 で黙 ってお れ ない・ じっ として おれ ない とい う思い で行 かれ た と

いうこ と。 イ ラ クの人 々 と りわ けイ スラム の社 会の 人 と人 とのつ なが りの強 さや家族 に対す る思 いの

強さ。 クラス ター爆 弾 や劣化 ウラ ン弾の破 壊力 と残 酷 非道 さ。 アメ リカ 兵の幼 さと、彼 らは本 国 に早

く帰 りた い と願 って いる こ とや 、精 神 不安 定に陥 ってい る こ と。結 局 石 油施設 だ けが残 され た とい う

ことな ど、 改め てア メ リカ の石 油 のた めの戦争 だった と思い知 らされ た。

■意見・交流

多 くの参 加者 があ り活 発 な交流 が あ った。

平和キッズのメンバーか ら「小学生の時一緒にやっていた友達が中学生になったら『平和・戦争 ？

れた。」またあ る女 性 か らは 、「世界 では、

ダ サ い … 』 とか 『か っ こ つ け て る・ ぶ りっ こ して る 』 と

いわれ 非常 にいや な気持 ちに な り元気 を な く してい る。

と発言 が あった。 それ に対 して北摂 で平和活動 してい る

女子 高校 生 か ら 「私 もは じめは 、恥 ず か しか った け どす

ご く勇気 がい った け ど、高薮 さんは 自分 が思 った か らイ

ラクへ行 かれた んだ し、結 局 自分が どっち を向 いて 生 き

て い くか覚 悟す る とい うこ とだ と思 う。 何 を大切 にす る

か だ と思 う。 そ う思 っ た ら 恥 ず か し くな か った し強 くな

イラ ク戦争 反 対のデモ に 百万 人の人 が参 加 して い る。 日本
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だけ とて も少 なか った。あん た達 は、世界 の 人 々 と同 じ思 いで活動 してい るんや 。自信 を持 ちな さい。」

と強力 なエ ール が 出、 キ ッズの子 ども達 は大 き なパ ワー を もらった。 そ の後 、小 学 生の 「ぼ く達 もが

んば る。」 とい う声 と ともに大 人の 状況 も浮 かび 卜が って きた。 お とな も周 りの 状況 に流 され てい る。

戦争体験者 の二人の方の発言が重みを持って響 いてきた。「オキナワは今 も平和ではない。幸せではな

い。某 地が あ る限 り・ ‥ 」「反 戦デモ に い った 。誰 も来 てい なか っブ㌔ しか し、自分に で きる こ とは

何か と考 え てひ と声出 して い くこ と・積 極 的 に動 くこ と・ よそ事 と考え た ら何 も生 まれ ない 」

他 に も貴重 な意 見 をた くさんいた だい た。結 局は 、「 自分 を裏切 らず 、 自分 を大切 に しなが ら、貫 い

てい く事 。それ は、子 どもも大 人 も同 じで ある。」 とこの場 に集 った誰 もが確認 し、元気 になった 会 だ

つた。

■こ の と り くみ をふ りか え っ て

この分科 会 自体多 くの参加 者 が あ り活発 な意 見 交換が

行われ た。 それ だ け関 心の 強い 問題 で あ るとい うこ とで

あろ う。 ひ と り一人が 、 ど う生 きるのか、 何 を大切 に し

てい くのか 改め ては っき りさせ る ことがで きた 分科 会で

あった。

かわ に し平 和 キ ッズ と して、2003 年 5 月 ごろか らこの

フォー ラム の実 行 委員 会の一 員 と して参 画 し、 時に は遅

い時 間 にな った り した こ ともあった が、子 ども達 の 『や

りた い』 とい う思 いに世 話人 であ るお とな の私 達 が引 っば られて ここまでや れ たな あ と改 めて子 ども

達に脱 帽す る。 子 ども達 は、 6 日の 交流会 や、 宿泊 で もっ とい ろい ろな人 と交 流 した ら よか っ た と反

省してい る よ うだが 、各地 で活 動 してい る子 ども達 がた くさん い る こ とを知 って元気 づ け られ た よ う

だ。後 日、 会の 参加者 の方 か ら励ま しのお 手紙 な どをいただ き、何 か をす る ことで 人 とつ ながれ る と

いうこ とに も気 づか された 大 きな経験 で あった。 た く さん のみ な さま方 、あ りが と うござい ま した。

（参加者人数 ：76人）
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第7 分科会

8 本に使お外国籍の子とも達の今

特定非営利活軸臥 多文化共生おシター

多文化共生センター・ひさうこ

●目的

担当者 の活動地域である神戸・深江地域 を中心 とし

て、定住する外国籍 の子 ども達が学ぶ権利 を侵 されて

いる現状 を知 って も ら う。また多文 化共 生社 会 とは何

かについて 考 えて も ら う。

■流れ

・ 多文化子 どもの歌 集 を聞 いて 、どこの 国の童謡 か ク

イズ

・参加者 自己紹介

・多文化保育園の活動紹介 、こうべ子 どもにこにこ会の活動紹介

・地域の就学年齢時の状況、問題点

・班にわかれて 、各 自の問題意識をシェア

・各班で出た話 を代表者が発表

■参加者の反応

保 育士 さんが数 名お られ 、多文 化保 育 園で のカ ラー コ ンシ ャス な どのア クテ ィビテ ィに関 す る話 を

興味深 そ うに聞 い てお られ ま した ）実際 に支援 に関 わ ってお られ る方や 学校 の先 生は 、ど うや っ た ら

学校 を変 えてい け るのか、 話 し合い が盛 り上が ってい ま した。

■企 画者側 のふ りか え り

国内 の外 国籍 の子 どもた ち に関 して の関心 は、や は

り、 日本 人 の子 ども達 に関 して よ り低 く、参加者 数 は

少なかったが、それだけに熱心な方たちで班での話 し

合いは時間が足 りなかった。各班で出た意見を全体で

シェアす る時 間 を もっ と多 く確 保で き るよ うに 時間 配

分す る必要があった。

（ 参加者人数 ：15人）
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